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・ １日に発表された２月のユーロ圏の失業率（季節調整値、以下同じ）は9.9％と前月から0.1％ポイン

ト低下し、14ヶ月振りの10％割れを記録（左図）。失業者数も４ヶ月連続で減少。ユーロ圏全体では、

失業率・失業者数ともに昨年10月をピークに僅かながらも改善基調にある。 

・ 但し、前月の失業率が0.1％ポイント上方修正。同様の事象は数ヶ月単位でも観察され、速報段階で改

善していても、その後の修正で実は横這い推移であったケースが過去１年の間に繰り返されている。

これはユーロ圏全体の失業率の計算・発表方法に起因している。すなわち、失業率は毎月、当該月の

翌月末に公表されるが、その時点で未集計のギリシャやアイルランドなどがユーロ圏全体の計数から

除外されている。これらの国の失業率は、ユーロ圏平均と比べて水準が高く、上昇基調が続いており

（右図）、集計結果に含まれる数ヶ月後に全体の失業率を押し上げる訳だ。また、各国で季節調整の

再集計のタイミングが区々で、毎月どこかの国の計数が遡及改定されていることも全体の計数に影響

している。修正後の失業率も横這い推移が続いており、ユーロ圏全体でみた雇用情勢の悪化に歯止め

が掛かっているとの判断を覆すものではないが、単月の改善には慎重な判断を要する点に留意したい。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏の失業率

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2010 2011
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ユーロ圏・失業率 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.1 10.0 10.0 10.0 9.9
失業者数（前月差、千人） 66 40 -28 36 -31 -8 90 -86 -77 -8 -77
就業者数（前月差、千人） 594 360 -252 324 -279 -72 -774 810 -693 -72 898
労働力人口（前月差、千人） 660 400 -280 360 -310 -80 -684 724 -770 -80 821

ドイツ・失業率 7.0 6.9 6.8 6.8 6.7 6.6 6.6 6.6 6.5 6.5 6.3
フランス・失業率 9.8 9.8 9.8 9.8 9.8 9.7 9.7 9.6 9.6 9.6 9.6
スペイン・失業率 19.8 20.0 20.2 20.3 20.5 20.6 20.6 20.5 20.4 20.4 20.5

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


